
中
央
区
の
街
は
、
区
の
援
助
を
受
け

て
、
市
街
地
再
開
発
事
業
な
ど
の
大
規

模
開
発
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
進
め
ら
れ

て
お
り
、
住
み
慣
れ
た
家
を
壊
さ
れ
た

り
、
土
地
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る

な
ど
、
少
な
く
な
い
住
民
が
様
々
な
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
再
開
発
で
共
通
し
て
い
る

の
は
、
一
部
の
住
民
・
権
利
者
や
区
な

ど
が
長
期
に
わ
た
っ
て
下
準
備
を
し
た

う
え
で
、
時
機
を
見
計
ら
っ
て
事
業
を

動
か
し
は
じ
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
住
民
・
地
権
者
に
と
っ
て

は
「
寝
耳
に
水
」
と
な
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
「
住
民
が
主
体
」
と

な
る
べ
き
な
の
に
、
「
中
央
区
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
で
は
、
「
区
長
が
実

施
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
施
策
に

協
力
す
る
」
こ
と
を
「
区
民
の
責
務

（
第
６
条
）
」
と
し
て
義
務
づ
け
て
い

る
の
で
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ
の
第
６

条
「
区
民
の
責
務
」
を
削
除
す
る
条
例

改
正
案
を
第
１
回
定
例
会
で
提
出
し
ま

し
た
が
、
日
本
共
産
党
以
外
の
賛
成
が

得
ら
れ
ず
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
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坂
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の
反
対
意
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】

中
央
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、

ま
ち
づ
く
り
を
中
央
区
新
基
本
構
想
が

示
す
区
の
将
来
像
の
実
現
に
寄
与
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
都

心
区
と
し
て
の
魅
力
の
創
出
、
定
住
の

促
進
及
び
地
域
環
境
の
改
善
と
い
う
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
ま
ち
づ
く
り

の
民
主
的
な
手
続
な
ど
、
基
本
的
な
事

項
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
４
条
に
は
、
区
民
の
理
解
と
協
力

を
得
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
必
要
な
情
報
を
区
民
に
提
供
す
る
義

務
な
ど
、
区
の
責
務
を
、
第
５
条
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
が
積
極
的
に
地
域
貢
献
を

果
た
す
よ
う
な
も
の
と
す
る
な
ど
、
準

備
組
合
や
建
物
所
有
者
な
ど
を
含
め
た

開
発
事
業
者
の
責
務
を
、
そ
し
て
第
６

条
に
は
、
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
区
の
実
施
す
る
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
区
民
の
責
務

を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
、
さ
ら
に
、
ま
ち
づ

く
り
に
は
三
者
の
相
互
理
解
や
協
調
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
第
８
条
に
、

区
と
区
民
、
区
と
関
係
開
発
事
業
者
、

そ
し
て
三
者
が
協
議
す
る
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

第
６
条
の
区
民
の
責
務
を
削
除
す
る

条
例
改
正
の
提
案
で
す
が
、
ま
ち
づ
く

り
に
不
可
欠
な
三
者
の
相
互
理
解
や
協

調
を
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

協
力
す
べ
き
義
務
が
区
民
に
も
生
じ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
区
民
に

協
力
す
る
義
務
が
生
じ
る
か
ら
こ
そ
、

区
民
は
協
力
す
る
義
務
が
生
じ
る
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
開
発
事

業
者
や
区
に
対
し
て
、
協
議
に
応
じ
る

こ
と
や
、
そ
の
責
務
を
果
た
す
こ
と
を

さ
ら
に
一
層
強
く
主
張
し
、
義
務
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
区
や
開
発
事
業
者
に

対
し
て
、
そ
れ
ら
義
務
づ
け
る
権
利
を

主
張
す
る
た
め
に
も
、
区
民
の
責
務
を

削
除
す
る
今
回
の
条
例
改
正
案
に
は
反

対
を
い
た
し
ま
す
。



近
代
日
本
の
夜
明
け
と

日
本
橋
区･
京
橋
区
の
誕
生

明
治
に
入
り
江
戸
は
東
京
と
改
ま
り
、

日
本
の
首
都
と
な
り
ま
す
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
の
大
火
に

よ
り
、
れ
ん
が
街
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た

銀
座
。
れ
ん
が
街
の
建
物
は
２
階
建
て
で

高
さ
が
統
一
し
て
あ
っ
た
他
、
政
府
の
構

想
で
、
歩
道
と
車
道
に
分
け
た
当
時
の
ロ

ン
ド
ン
や
パ
リ
の
よ
う
な
大
通
り
が
で
き

ま
し
た
。

明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）
の
鉄
道
開

通
に
伴
い
、
新
橋
～
浅
草
間
に
乗
合
馬
車

が
走
り
、
同
７
年
（
１
８
７
４
年
）
末
に

は
ガ
ス
灯
が
出
現
。

明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）
に
は
鉄
道

馬
車
が
、
同
36
年
（
１
９
０
３
年
）
に
は

電
車
も
走
り
始
め
ま
す
。

ま
た
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）
ご

ろ
に
は
、
銀
座
に
大
商
店
が
開
店
し
、
日

本
橋
と
並
ぶ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
と
な
り
ま

す
。こ

の
時
代
、
既
に
銀
座
の
柳
並
木
も
お

な
じ
み
の
風
景
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
人
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
の
指
導
で

銀
座
周
辺
に
造
ら
れ
た
れ
ん
が
街
は
日
本

人
に
は
な
じ
ま
ず
、
空
き
家
が
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
草
創
期
に
あ
っ
た

多
く
の
新
聞
社
が
社
屋
と
し
て
使
い
始
め
、

銀
座
新
聞
街
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
マ
ス
コ
ミ

が
集
中
。
銀
座
は
ま
さ
に
時
代
の
先
端
の

ま
ち
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

一
方
、
日
本
橋
界
わ
い
は
、
明
治
６
年

（
１
８
７
３
年
）
に
兜
町
の
第
一
国
立
銀

行
が
誕
生
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
同
11
年

（
１
８
７
８
年
）
、
後
の
東
京
証
券
取
引

所
で
あ
る
東
京
株
式
取
引
所
が
設
立
、
さ

ら
に
同
15
年
（
１
８
８
２
年
）
に
は
日
本

銀
行
が
開
業
す
る
な
ど
、
日
本
経
済
の
中

枢
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
築
地
周
辺
は
外
国
人
居
留
地
と

な
り
、
教
会
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
が

建
ち
並
ぶ
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ま
ち
に
な
り

ま
し
た
。

明
治
11
年
（
１
８
７
８
年
）
、
郡
区
町

村
編
制
法
の
施
行
に
よ
り
、
東
京
府
内
に

15
の
区
が
誕
生
。
こ
の
と
き
置
か
れ
た
の

が
日
本
橋
区
と
京
橋
区
で
、
戦
後
両
区
が

中
央
区
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
の
約
70
年
間

続
き
ま
す
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、

月
島
エ
リ
ア
が
理
め
立
て
に
よ
り
造
成
さ

れ
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）
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文
と
図
は
「
区
勢
要
覧
」
よ
り


